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愛媛県松山南警察署協議会会議録 

 

（令和４年度第２回） 

 

日

時 
令和４年10月27日（木曜日）午後２時30分～午後４時50分 

出
席
者 

１ 警察署協議会側 会長以下９人 

２ 公安委員会   委員１人 

３ 警察署側    署長以下12人 

議 
 

事 
 

概 
 

要 

１ 会長挨拶 

  新型コロナウイルス感染症が感染拡大する中、現場で活動する警察官の

普段以上の御苦労に対し、心から御礼を申し上げる。 

本日の協議会では、「交通重大事故抑止対策の推進」について諮問を受け

るが、住民目線での安全・安心に繋がる活発な意見をお願いしたい。 

 

２ 愛媛県公安委員会委員挨拶 

  愛媛県公安委員会委員に就任しましたので、宜しくお願いします。 

  公安委員会と致しましても、地域住民の代表である協議会委員の皆様の

活発な御意見や御要望を頂き、委員会の活動に反映させていきたい。 

 

３ 署長挨拶 

平素より、警察署の運営はもとより、警察行政各般にわたり、深い御理

解と格別の御支援を賜っていることに関して、感謝を申し上げる。 

安全で快適な交通社会の実現に向け、当署が行う「交通事故防止対策」

について御協議いただき、皆様方からの忌憚のない御意見を賜りたい。 

 

４ 業務推進結果等の説明 

令和４年５月から８月までの業務推進結果及び令和４年９月から 12 月

までの業務推進計画について、各課が報告・説明した。 

 

５ 諮問及び答申 

諮問 答申 

管内における交通重大事

故抑止対策の推進について 

管内の交通事故の発生状況を踏まえ

て、現在行っている抑止対策を強力に推

進するほか、 
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議 
 

事 
 

概 
 

要 

   ・ 早朝のランニング実施者対策 

 ・ 免許取得者に対する、免許未取得

者（歩行者、自転車等）の考えを汲

むような指導教養 

 ・ ドライバーを焦燥させないため

の、信号調整や横断歩道の設置等の

渋滞の緩和施策の推進 

 ・ 反射材より視覚に訴える自発光点

滅式反射材の活用や、反射材がどこ

で入手できるかなどのきめ細やかな

情報提供 

 ・ 交通事故現場への住民の視察 

により、交通重大事故の未然防止を図っ

ていただきたい。 

 

６ 質疑応答等 

質疑 応答 

 夕方早めのライト点灯に

ついて広報しているが、昼

間のライト点灯についても

推奨してはどうか。 

 今は「オートライト」が主流になって

きたため車が勝手に判断してライトをつ

けることや、デイライトによりバッテリ

ー上がりが多数あったことなどから減っ

てきており、強く推奨はしていない。 

 「早めのライト点灯キャンペーン」を

夕方にやっているのは、ライトのセンサ

ーが反応するよりも早く、ライトをオン

にしてくださいという施策として展開し

ている。 

 日中のライト点灯はダメなのかという

と、非常に安全マージンは取れると考え

られる。早朝に出勤される方で、「着い

た先でライトを消し忘れたらいけないの

で、薄暗闇だけど目を凝らして走ろう

か。」という人は、こういう理由でライ

トをつけていただけるとありがたい。 

 自転車による横断歩道の

走行方法について 

 自転車が横断歩道を渡る時は、「歩行

者を妨げてはならない。」と道路交通法

により定められている。 

 自転車にまたがっている状態の人が横

断歩道にいる場合、自動車は行っていい
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のかいけないのか判断に迷うと思うが、

道路交通法上、自転車は横断歩行者では

なく車両として判断されるので、止まら

ずに行ったからと言って必ずしも検挙さ

れるわけではないが、交通事故防止の観

点からは、横断歩道に接近する自動車運

転手の義務として、歩行者であっても自

転車であっても、いずれも気を付けない

といけない対象として、減速して停止し

て下さいという指導教養を行っている。 

自転車で踏切を通過する

場合、降車して押して渡ら

ないといけないのか。 

 自転車の踏切事故で多いのが、線路に

対して斜めに入り、前輪が線路に挟まっ

て転倒するというものである。 

踏切に対して道路が直角かと言うとそ

うではなく、多くの踏切が道路に対して

斜めに走っている。その踏切に斜めに入

ってしまうと、前輪が線路に挟まって転

んでしまう。 

どうすれば安全に渡れるかという話を

するときには、「踏切は手で押して転ば

ないように渡りましょう。」と言うよう

な指導教養をしている。 

 

７ 署長総括 

  委員の皆様からいただいた御意見や御要望については、住民の方々の目

に見える形で警察業務に反映させていきたいと思っている。 

  活動の進捗状況については、従来通り「協議会だより」により定期的に

御報告させていただく。 

 

８ 視察等 

 議事終了後、交通事故体験シミュレーター体験の視察を行った。 

 

９ 愛媛県公安委員会委員コメント 

  有意義な警察署協議会であったと思う。 

  今後も警察活動に対する御協力や御意見をお願いする。 

 

 

 



- 4 - 

警察署協議会開催状況 

 

【協議会会長挨拶】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公安委員会委員挨拶】 
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【警察署長挨拶】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業務推進結果と業務推進計画の説明状況】 
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【協議会委員からの質疑状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交通事故体験シミュレーター体験の視察】 

 


